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スマホの容量がいっぱいになり、写真をSDカードに移す方法を知りたいけど、その際に「Googleフォトに保存してある写真を一度カメラロールに戻してからでないと、SDカードに移動できないの？」といったような移動に関する疑問も多数でるかと思います。本記事では、データ移動の基本的な仕組みを踏まえつつ効率的かつ簡単にiPhoneの写真をSDカードに移動させるための6つの最新の方法
を紹介します。	写真や動画を短時間で効率よく移行したいなら、Tenorshare	iCareFoneが最適です。このソフトはiPhoneユーザー向けに設計されたデータ管理ツールで、写真だけでなく、音楽や連絡先、さらにはアプリのデータまで幅広くサポートしています。USBケーブルでiPhoneを接続し、数回のクリックでSDカードへのデータ転送が完了するため、初心者でも安心して使用できます。
Tenorshare	iCareFoneの最大の特徴は、高速かつ安全なデータ移行が可能な点です。特に大量の写真や動画を短時間で転送したい場合には、非常に頼りになるツールです。また、データ移行中に品質を損なうことなく、オリジナルの画質を保つ点も魅力のひとつです。	Tenorshare	iCareFoneが選ぶ理由	高速転送：何千枚もの写真や大容量の動画でも、短時間で迅速にSDカードへ移行できま
す。	多機能サポート：	写真に限らず、音楽、動画、連絡先、さらにはアプリデータなど多彩なデータを移行でき、これ1つで総合的なデータ管理が可能です。	簡単な操作：	複雑な設定は一切不要で、初心者でも数クリックだけで移行が完了するシンプルなインターフェースを採用しています。	公式サイトからTenorshare	iCareFoneをダウンロードし、PCにインストールします。	Lightningケー
ブルを使ってiPhoneをPCに接続します。iCareFoneが自動的にiPhoneを認識します。ホーム画面から「管理」タブを選び、「写真」セクションでエクスポートする写真を選択します。	エクスポート先にSDカードを選び、「エクスポート」をクリックし、写真を移行します。これで、写真がiPhoneからSDカードに高速で移行されます。	「PCがあれば、簡単にiPhoneの写真をSDカードに移した
い」という方には、Windowsエクスプローラーを使う方法がおすすめです。iTunesなどの特別なソフトを使用せず、PCの標準機能を活用して写真を直接SDカードへ移行できます。この方法はシンプルで、手順も少ないため初心者に最適です。以下の手順に従えば、すぐに写真を移行できます。	Step1、USBケーブルでiPhoneをPCに接続します。	Step2、「PC」または「マイコンピュータ」か
らiPhoneを開きます。	Step3、iPhone内の「Internal	Strage」もしくは「DCIM」フォルダにアクセスし、写真を選択します。	Step4、SDカードを挿入し、写真をコピーしてSDカードに貼り付けます。	iCloudを使えば、ワイヤレスでiPhoneの写真をPCに転送し、さらにSDカードへ移行することが可能です。この方法は、ケーブルを使用せずにデータを管理したい人にぴったりです。
iCloudに写真をバックアップしていれば、どこからでも簡単にアクセスでき、データの整理がスムーズに行えます。以下の手順で、iCloudから写真をダウンロードしてSDカードに保存する方法を確認しましょう。	Step1、PCのブラウザからiCloud.comにアクセスし、Apple	IDでログインします。	Step2、「写真」アイコンをクリックして、移行したい写真を選択します。	Step3、選択した写真
をPCにダウンロードし、SDカードに移動します。	Googleドライブは、クラウドストレージを活用してデータを管理するのに便利なツールです。iPhoneの写真をGoogleドライブにアップロードし、PCでダウンロードすることで、SDカードへの移行が可能です。Googleアカウントさえあれば無料で使用でき、写真以外にも多くのファイル形式に対応しています。この方法は、すでにGoogleサー
ビスを活用している人にとって、非常に効率的な選択です。	Step1、iPhoneのGoogleドライブアプリを開き、プラスマーク>ファイル>アップロード>写真と動画の順に押してGoogleドライブ内の写真一覧を表示させて写真をアップロードします。	Step2、PCでGoogleドライブにアクセスし、写真をクリックして表示させた後に右上のボタンを押してダウンロードします。	Step3、ダウンロー
ドした写真をSDカードにコピーペーストを使って移動させます。	Macユーザーにとって、写真アプリを使うのは最も簡単な方法です。iPhoneを接続するだけで、写真アプリが自動的に起動し、すぐに写真をエクスポートできます。sdカードをエクスポート先として選ぶだけで、簡単にデータを移行できるため、MacとiPhoneを日常的に使っている方におすすめです。この方法はMac専用ですが、
手軽さと安定性が魅力です。	Step1、LightningケーブルでiPhoneをMacに接続します。	Step2、自動的に写真アプリが開きます。	Step3、移動させたい写真を選び、ファイル>書き出す＞写真を書き出すの順にクリックしてエクスポート先にSDカードを選択します。	Lightning-SDカードリーダーを使用すれば、PCを介さずに直接iPhoneからSDカードに写真を移行できます。この方法は、外
出先でPCがない場合や、すぐにデータをSDカードへ移行したいときに便利です。専用のアクセサリーを使用するため、特に写真を頻繁に移行するユーザーにとっては効率的な手段となります。以下の手順で、スピーディにデータを管理しましょう。	Step1、iPhoneにLightning-SDカードリーダーを接続します。	Step2、写真アプリが自動的に起動し、移行したい写真を選択します。	Step3、
ファイルを保存を押すと保存先に「Untitled」が出てくるのでこちらを選びフォルダ名をつけて右上の保存を押すとSDカードに写真が保存されます。	容量の違い：SDカードは、32GBから1TBまでの選択肢があり、大容量のデータを扱う際に非常に便利です。USBメモリも大容量モデルが増えていますが、SDカードの方がより柔軟な選択が可能です。	転送速度：	最新のSDカードはUHS-IIや
UHS-III規格に対応し、高速な転送が可能です。これに対し、USBメモリは規格によって速度が異なり、USB	3.1やUSB-Cモデルであれば比較的高速です。	互換性：USBメモリは多くのPCやデバイスで使える一方、SDカードはカメラやスマートフォンとの相性が良く、写真管理には最適です。写真を扱う頻度が高い方は、SDカードが特におすすめです。	これらのポイントを考慮し、写真の保存
に最適なストレージを選びましょう。	この記事ではiPhoneの写真をSDカードに移す方法として6つの方法を紹介しましたが、中でもTenorshare	iCareFoneを使う方法は最も効率的でおすすめです。簡単な操作でiPhoneの写真をSDカードに移動し、データ管理をより便利にしましょう。スマホの容量不足に悩んでいる方は、ぜひTenorshare	iCareFoneを試してみてください。	関連記事:	【失
敗しないコツ】iPhoneからUSBに写真を移す方法5選	「iPhoneのストレージがいっぱいで、アプリの動作が遅い」	「写真や動画を撮影しようとしたら、空き容量不足で保存できない」など悩んでいませんか？	iPhoneを長く使うほど、不要なデータが蓄積され、ストレージの容量がどんどん圧迫されてしまいます。	しかし、iPhoneにはSDカードスロットがないため、データを直接SDカードに保
存できません。	そこで、SDカードリーダーを活用すれば、写真や動画を簡単に外部ストレージへ移動できます。	この記事では、iPhoneからSDカードへデータを移す方法と、事前にストレージを整理する方法を詳しく解説します。	ぜひ最後まで読んでみて参考にしてみてください。	パート1：iPhoneからSDカードへデータ転送は可能？	パート2：転送する前にアプリでストレージを最適化
iPhoneにはSDカードスロットが搭載されていないため、Androidのように直接SDカードへデータを移動できません。	しかし、Lightning（またはUSB-C）対応のSDカードリーダーを使えば、写真や動画、ドキュメントなどのデータをSDカードに移動が可能です。	iPhoneとSDカードリーダーを接続して、データ転送したいデータを選択するだけで、簡単にiPhoneからSDカードリーダーにデー
タ転送できます。	iPhoneのストレージを解放する必要性	iPhoneのストレージが多くなると、新しいアプリをインストールできなくなったり、写真や動画を撮影できなくなります。	また、iPhoneのストレージの空き容量が不足すると、iPhoneの動作が重くなる原因にもなるため、不要なデータを削除したり、外部ストレージに移したりすることが重要です。	Part2:	転送する前にアプリでスト
レージを最適化	2-1:	ストレージいっぱいのよくある原因	iPhoneのストレージがすぐにいっぱいになると、日々の使用により不要なデータやキャッシュが蓄積されます。	特に、次のような原因でストレージを圧迫する可能性があります。	写真・動画（特に4K動画やLive	Photosは容量が大きい）	アプリのキャッシュや一時ファイル（SNSアプリやブラウザのデータ）	LINEやメッセージの添付
ファイル（画像・動画・ボイスメッセージ）	ダウンロードしたファイルやオフラインデータ（音楽・映画・書類など）	上記のデータを定期的に整理しないと、ストレージ容量がすぐにいっぱいになります。	ストレージ容量がいっぱいになると、動作が重くなったり、新しいデータを保存できなくなったりする可能性があります。	2-2:	アプリでストレージ解放方法	SDカードリーダーにデータ転送す
る前に、iPhone内の不要なデータを削除してストレージを最適化するのがおすすめです。	iPhone内のストレージを解放するためにおすすめな方法が、cleanerアプリを使用する方法で、手軽に利用できます。	cleanerアプリはApp	Storeで数多く出ていますが、特におすすめのアプリがWonder	Share社のDr.Fone	-	iPhoneストレージ管理	です。	Dr.Fone	-	iPhoneストレージ管理	を使用すれ
ば、iPhone内の同じ写真やスクリーンショットに加えて、大容量の動画などさまざまなデータを簡単操作で整理できます。	また、データ管理だけでなく、ぎっしり詰まったカレンダーや重複した連絡先などのデータも整理できる点が魅力です。	他には、Dr.Fone	-	iPhoneストレージ管理	のおすすめポイントとしてサブスクリプションサービスの管理もできる点です。	サブスクリプションサービス
はいつの間にか、支払うサービスが増えたり、利用していないのに毎月支払ってしまっていたりと管理不足になることもあるでしょう。	そこで、Dr.Fone	-	iPhoneストレージ管理	を活用することで、サブスクリプションサービスの管理もアプリ1つで簡単に管理できます。	Dr.Fone	-	iPhoneストレージ管理	の使用方法は次の手順です。	手順1.Dr.Fone	-	iPhoneストレージ管理	をダウンロードし
ます。	手順2.ホーム画面から利用したい機能を選択します。	※Photo&Videosでは重複した写真や動画などを確認しながら削除できます。	Calendarsではカレンダーの予定や誕生日などを管理でき、Contactsでは連絡先の管理が可能です。	必要に応じて利用したい機能が決まっている場合には、個別で機能を選択するのがおすすめです。	今回は、自動的にiPhone端末をスキャンして、データ整
理ができる機能「Smart	Clean」を紹介します。	手順3.ホーム画面からSmart	Cleanを選択します。	手順4.自動で端末のスキャンが始まるので、スキャンが終了するまで待ちます。	手順5.スキャン終了後に削除したいファイルを選択して、一番下のクリーナーマークをタップすれば、iPhone内のストレージを解放できます。	Dr.Fone	-	iPhoneストレージ管理が気になる方は以下のリンクからダ
ウンロードができますので、気になる方はぜひダウンロードしてみてください。	Part3:	SDカードリーダーの使い方	具体的なSDカードリーダーの使い方を紹介します。SDカードリーダーの接続方法とデータ転送の具体的な手順を紹介するので、ぜひ参考にしてみてください。	3-1:	SDカードリーダーの準備と接続方法	SDカードリーダーは次の3種類があり、自分のデバイスに合わせて準備する必
要があります。	USB	Type-C	lightning	Wi-Fi	今回はiPhoneからSDカードへデータ転送する方法を紹介するので、lightningタイプもしくはUSB-type-Cを使用しましょう。	3-2:	データ転送の具体的な手順	実際にiPhoneをSDカードリーダーに接続して、iPhoneのデータ転送をする手順は次の手順です。	手順1.iPhoneとSDカードリーダーを接続します。手順2.iPhoneで写真アプリまたはファ
イルアプリを開きます。手順3.SDカードリーダーに転送したいデータを選択します。手順4.読み込むをタップすると完了です。	※iPhoneからSDカードリーダーにデータを転送した後に、転送したデータを削除しておきましょう。	よくある質問	写真や動画だけでなく、iPhone内にある音楽もSDカードに転送可能です。	SDカードの抜き差しやiPhoneの再起動を試してみてください。また、
iPhoneとSDカードリーダーを接続するケーブルがApple純正品またはMFI認定品かを確認しましょう。	iCloudはAppleが提供しているクラウドストレージサービスで、使用したいストレージ量に合わせて以下の表の通り月額料金が異なります。	ストレージ量/料金	料金	50GB	150円	200GB	450円	2TB	1500円	6TB	4500円	12TB	9000円	iCloudは月額料金がかかりますが、定期的にデータを
クラウド上に自動的にバックアップがされるため、手間がかかりません。	iPhoneからSDカードリーダーにデータを転送する際には、自分で転送したいデータを選択する手間がかかりますが、一度購入すれば毎月の料金はかかりません。	そのため、iCloudとSDカードリーダーは自分の目的に合う方を選ぶようにしましょう。	【Amazon】人気のiPhoneランキング	　更新日時：2024/7/27	20:00
【最大45%ポイント還元】人気のKindleマンガ	　更新日時：2024/7/27	20:00	iPhoneの写真が増えてきて、ストレージがいっぱいになってしまった…。そんなとき、SDカードに写真を移すと、iPhoneの容量を確保できて便利です。でも、やり方がわからないと不安ですよね。	([質問です！！iPhoneの写真のデータをSDカードに移動させようとお	…](	[超簡単！iPhoneの写真をSDカードに移
動・移す方法](	今回は、初心者の方でも安心してできる方法を、わかりやすくご紹介します。これを見れば、SDカードに写真を移す方法がすぐにわかりますよ！	SDカードに写真を移す方法	iPhoneのイメージ	SDカードリーダーを使う方法	一番簡単で確実な方法は、Apple純正の「Lightning	–	SDカードカメラリーダー」を使うことです。これを使えば、パソコンを使わずにiPhoneから直接SD
カードに写真を移すことができます。	([【写真データ】	シンプルな転送方法	『Apple	Lightning	–	SDカード	…](	[【最新6選】iPhoneの写真をSDカードに移動する方法	–	Tenorshare](	手順	SDカードをリーダーに挿入します。	リーダーをiPhoneに接続します。	iPhoneの「写真」アプリを開きます。	「読み込む」ボタンをタップします。	移したい写真を選択し、「選択項目を読み込む」を
タップします。	保存先としてSDカードを選び、「保存」をタップします。	これで、SDカードに写真が保存されます。操作も簡単で、初心者の方でも安心してできますよ。	([【最新6選】iPhoneの写真をSDカードに移動する方法	–	Tenorshare](	パソコンを使う方法	パソコンを使っても、iPhoneからSDカードに写真を移すことができます。ただし、この方法は少し手間がかかりますので、パソ
コンに慣れている方向けです。	([【最新6選】iPhoneの写真をSDカードに移動する方法	–	Tenorshare](	手順	iPhoneとパソコンをUSBケーブルで接続します。	パソコンでiPhoneの写真を取り込みます。	SDカードをパソコンに挿入します。	取り込んだ写真をSDカードにコピーします。	この方法では、パソコンの操作が必要ですが、SDカードに直接保存できるので便利です。	よくある質問	Q1:
SDカードリーダーはどこで買えますか？	Apple純正の「Lightning	–	SDカードカメラリーダー」は、Apple	Storeや家電量販店、オンラインショップで購入できます。価格は約4,800円です。	([【写真データ】	シンプルな転送方法	『Apple	Lightning	–	SDカード	…](	Q2:	SDカードの容量はどれくらいが適切ですか？	写真をたくさん保存したい場合は、128GB以上の容量をおすすめします。容
量が大きいほど、たくさんの写真を保存できますよ。	Q3:	写真を移した後、iPhoneから削除しても大丈夫ですか？	はい、SDカードに写真が保存されていれば、iPhoneから削除しても問題ありません。ただし、削除する前に、SDカードに正しく保存されているか確認してくださいね。	([[Resolve	insufficient	storage	space]	Back	up	photos	and	…	–	YouTube](	今すぐ解決したい！どうした
らいい？	いま、あなたを悩ませているITの問題を解決します！	「エラーメッセージ、フリーズ、接続不良…もうイライラしない！」	あなたはこんな経験はありませんか？		ExcelやWordの使い方がわからない		仕事の締め切り直前にパソコンがフリーズ		家族との大切な写真が突然見られなくなった		オンライン会議に参加できずに焦った		スマホの重くて重要な連絡ができなかった	広告　当サイト
のコンテンツには広告を掲載しています	iPhoneにはmicroSDカードスロットがないので、microSDカードを挿入して使うことはできません。しかし、PCを使わずともiPhone内の写真や動画のデータをSDカードに移すことは簡単にできます。	使うのはコレ！	iPhone14シリーズまではこちら	iPhone15シリーズからはコチラ	では、使い方を解説していきます！	SDカードカメラリーダー	SDカー
ド(microSDカードと変換アダプタでも可)	iPhone	この3つのみ！	全部は入りきらないので結構出っ張りますが大丈夫。microSDカードの場合は変換アダプタを使いましょう。	裏表どちらを接続しても反応しますが、PCのように「SDカードが挿入されたよ！」的な通知は出ないのでiPhone側は無反応です。	ファイルというアプリを開きましょう。iPhoneには最初から入っているアプリですが、
削除してしまった方はもう一度インストールしましょう。	ファイルを開くと、リムーバルディスクのアイコン(Untitled)が出てきます。これが表示されていればSDカードは無事接続されているということです。	ファイルアプリはいったん終わり。写真アプリを開いて、SDカードに保存したいデータを選択します。動画も保存できますよー！	目隠ししたらキモくなってしまいました(笑)ちなみに大
量にデータを保存しようとするとだいぶ時間がかかるので、寝る前に一気に済ませるか小分けにするのをおすすめします。	写真を大量に選択したいときは、まず写真をひとつ選択それから指をスライドさせると複数枚選択出来て便利！	写真を選択すると画面下部に赤丸で囲んだマークが出てくるのでタップします。	ファイルに保存をタップ。	Untitledを選択、保存すると転送が開始されるのであと
は待つだけ！転送が完了すると写真選択画面に戻ります。	ファイルアプリのUntitledを開いて画像が表示されればOK！	iOS13から相互書き込みが可能になっています。	ファイルアプリのUntitledを開いて転送したい画像を選択します。	右上の・・・をタップ	選択ボタンが出てくるので、転送した画像を選択します。	画面下の赤丸で囲まれたアイコンをタップ。	【〇枚の画像を保存】をタップす
ると写真アプリに画像が転送されます。	困ったときはサンディスクがおすすめ。	正規品	読み出し150MB/s	書き込み70MB/s	UHSスピードクラス3	ビデオスピードクラスV30	ちなみに筆者は読み出し50MB/sのカードを使ってしまったのでかなり時間がかかりました・・・	SDカードの詳しい選び方はコチラ⇓	参考記事：スマートフォン向け！microSDカードの選び方	iPhoneでもPCを使わずに
SDカードにデータを移すことができる	SDカード対応だが、変換アダプタをつければmicroSDカードでも使用可能	iOS13から双方向の書き込み可能	転送速度の速いSDカードを選ぼう	そのSDカード、偽物かも？容量と転送スピードのチェック方法を解説！crystal	disc	markの使い方	iPhoneからSDカードへ写真や動画を移すには、対応するSDカードリーダーを接続し、写真アプリやファイルア
プリから直接転送する方法が最も手軽です。	大量のデータを管理したい場合は、Macを経由した移行も可能です。iPhoneのデータをまずMacに取り込み、そこからMacに接続したSDカードへ転送します。	データ移行ができない場合は、SDカードリーダーの互換性、SDカードの規格、接続不良、iOSのバージョン、ストレージ容量などを確認しましょう。Apple純正のSDカードリーダーも販売さ
れています。	2025.06.18	・iPhoneでSDカードが反応しない、読み込みができない、移行できない場合の解決法についてQ＆Aに追加しました！	・iPhoneから外部ストレージにバックアップして容量節約ができるかについても追加しました！	■iPhoneからSDカードに写真・動画などをデータ移行する方法は？	iPhoneからSDカードに写真・動画などをデータ移行する方法は？	iPhoneにある写
真や動画などのデータを、SDカードに移行するには、いくつか方法があります。	今回は、iPhoneからSDカードにデータ移行する方法をまとめました。SDカードリーダーや、Macを経由する手順をピックアップ！ぜひ参考にしてみてくださいね。	イチオシでは、iPhoneのおすすめ機種をまとめた記事も紹介しています。あわせてご覧ください。	NTTドコモのオンライン専用料金プラン
「ahamo(アハモ)」ではお得なキャンペーンを実施しています。最新のiPhoneの料金プランもご紹介しているので、あわせてチェックしてみてください。	■SDカードリーダーを使用する	SDカードリーダーを使えば、iPhoneに直接SDカードを接続して写真や動画などを移行できます。	必要なものは、以下の通りです。	iPhone	SDカード	対応するSDカードリーダー	SDカードリーダーを接続	ま
ずはSDカードリーダーを接続します。SDカードをリーダーに挿入し、iPhoneに接続しましょう。	SDカードをリーダーに挿入：SDカードをSDカードリーダーにしっかりと差し込みます。	リーダーをiPhoneに接続：そのSDカードリーダーをiPhoneの充電ポート（LightningまたはUSB-C）に接続してください。	データ移行	つづいて、データを移行します。	写真・動画：	「写真」アプリを開
き、転送したい項目を選択後、「共有」ボタンから「未編集のオリジナルを書き出す」を選び、保存先にSDカードを指定します。	その他のファイル：	「ファイル」アプリでコピーしたいファイルを選び、SDカードのフォルダにペーストします。	SDカードを取り出す	転送完了後、「ファイル」アプリでSDカードを「取り出す」操作をしてから、外すと完了します。	■Macを経由する	Macを経由
する移行方法は、SDカードリーダーがない場合や、大量のデータを一度に管理したい場合に便利です。	必要なものは、以下の通りです。	iPhone	Mac	SDカード	SDカードリーダー（Mac用）	iPhoneからMacに取り込む	LightningまたはUSB-CケーブルでiPhoneとMacを接続します。「写真」アプリや「イメージ」アプリ（写真・動画）、「ファイル」アプリ（その他のファイル）を使って、
iPhoneのデータをMacに取り込みます。	MacからSDカードへ	つづいて、MacからSDカードへデータを読み込みます。	SDカードをMac本体のSDカードスロットに直接挿入するか、または外付けのSDカードリーダーに差し込んでからMacに接続します。	データ転送	Macに取り込んだデータを、SDカードのフォルダへドラッグ＆ドロップでコピーまたは移動させます。	■iPhoneからSDカード
にデータ移行する方法に関するQ&A	iPhoneからSDカードにデータ移行する方法に関するQ&Aをまとめました。気になる情報を紹介します。	iPhoneからSDカードにデータ移行できない？	原因は？	iPhoneからSDカードへデータ移行ができない場合、まずSDカードリーダーの互換性とSDカードの規格などを確認しましょう。	接続不良もよくある原因です。iPhoneのiOSバージョンが古い場合
は最新版にアップデートし、ストレージの容量不足なども確認してみてくださいね。	iPhoneでSDカードが反応しない！	読み込みができない場合は？	まず、SDカードリーダーの接触不良やSDカードの損傷が挙げられます。もしもコードが破れていたり、SDカードに傷がついていたりするようなら使用は避けて、新しく買いなおすといいでしょう。	また、SDカードリーダーとSDカードの容量が
合っていないと読み込めないので、規格が合っているか確認しましょう。また、設定からiPhoneのOSアップデートをし、最新にすると読み込める場合もあります。	iPhoneから外部ストレージにバックアップできる？	容量節約は？	LightningまたはUSB-Cコネクタなど、手持ちのiPhone機種に合ったものを使えば、外付けドライブやメモリカード、その他の外部ストレージデバイスに書きだすこ
とができます。特に写真を削除したくはないけれど、iPhoneの容量がいっぱいで小さくしたい場合におすすめです。さらに、バックアップを取ることで、思い出の写真が消えてしまうリスクからも守ってくれます。	Appleは純正SDカードリーダーも販売していてデータ移行ができる	Appleでは、「LightningSDカードカメラリーダー」が販売されています。デジタルカメラで撮った写真や動画
を、iPadやiPhoneに手軽に取り込めます。価格は4800円（税込）です。	DATA	Apple┃Lightning	SDカードカメラリーダー	Appleでは、「USB-CSDカードリーダー」も販売されています。USB-C対応のMac、iPad、またはiPhoneに使用できます。価格は6180円（税込）です。	DATA	Apple┃USB-C	SDカードリーダー	iPhoneからSDカードにデータ移行する方法をご紹介しました。	「SD
カードリーダーを使用して移行」と、「Macを経由して移行」する方法がおすすめです！ぜひ試してみてくださいね。	※記事内における情報は原稿執筆時のものです。店舗により取扱いがない場合や、価格変更および販売終了の可能性もございます。あらかじめご了承ください。	※記事内容は執筆時点のものです。最新の内容をご確認ください。	iPhoneの写真をSDカードに移す方法を教えてくだ
さい	iPhoneからsdカードへ写真を移動させたいです。sdカードリーダーを使っても移動させることが出来ず、困っております。	4月から社会人になるため、学生時代の写真をiPhoneからsdカードに移動させたいです。	使用しているiPhoneは13です。やり方を教えてください。	-	Yahoo知恵袋からの質問	iPhone内の写真やファイルが増加すると、内部容量を確保するために、USBメモリー、SD
カード、外付けHDDなどへの転送が必要になる場合があります。特に海外で業務を行うユーザーにとって、重要なデータにすぐアクセスできる環境は不可欠です。そのため、大容量かつ比較的低価格で入手できるSDカードへiPhoneの写真を移動することは、即時利用やバックアップの手段として非常に有効です。	この記事では、iPhoneスマホの写真をSDカードに移す方法を紹介します。状況に
応じて、自分に最適な方法を選択してください。	方法1：FoneTool経由でiPhoneの写真をSDカードに移動する（推薦）	一度に大量の写真を素早くSDカードに移行したい場合、プロのiOS転送ツールであるFoneToolを強くお勧めします。このツールは、大量のiPhone写真、ビデオ、音楽、連絡先、メッセージなどのファイルをSDカード、USBメモリー、外付けHDDに素早くバックアップ・転
送したり、写真をiPhoneに安全に復元したりすることができます。		ひと目でわかるFoneToolのハイライト：	何千枚の写真や大容量の動画、音楽、連絡先ファイルを迅速に転送できます。	データ移行中に写真の品質が損なわれず、オリジナルの解像度で移動できます。	転送前に写真をプレビューし、一度にすべての写真、または必要な写真／アルバムだけを移動できます。	SDカード、USBドラ
イブ、コンピュータディスクなど、様々な外部ストレージデバイスをサポートします。	完全なUSB接続により、すべてのデータが安全に移動されます。	HEIC写真をJPGに変換や重複写真を削除など、便利な機能が満載です。	iPhone	16とiOS	26を含む、ほとんどのiPhoneモデルとiOSバージョンに完全対応します。	今すぐお使いのコンピュータにこのソフトウェアをダウンロードし、以下の手
順に従ってiPhoneスマからSDカードに写真を移す方法を見てください：	ステップ	1.	パソコンのSDカードスロット（差し込み口）にSDカードを挿入します。	⚠	注意：	Windowsパソコンの中には、SDカードスロットが搭載されていないモデルも存在します。そのような場合は、USB接続のSDカードリーダーを使用することで、SDカードを読み書きできます。	「microSDカード」を利用する場
合は、別途変換アダプタが必要になります。	ステップ	3.	iPhoneとWindows	PCをUSBケーブルで接続し、iPhoneでパソコンを「信頼」します。	ステップ	4.	FoneToolをインストールして起動し、ツールバーの「フォン転送」＞「iPhoneからPC」をクリックします。	ステップ	5.	「＋」フォルダアイコンをクリックします。	ステップ	6.	「写真」を選択すると、写真アルバムをプレビューする
ことができます。そして、移動したいすべての写真を選択し、「確認」をクリックします。	ステップ	7.	「転送設定」で、SDカードの場所を「転送先」として選択します。そして、「転送開始」をクリックします。（転送先を外付けHDDに変更して、iPhoneからデータを外付けHDDに移すこともできます。）	そして、転送プロセスが完了するのを待ちます。その後、SDカードを開いて、転送が
成功したかどうかを確認します。そして、SDカードとiPhoneを取り外してください。	ヒント：サイドバーで「フォンバックアップ」に移動すれば、iPhoneの写真をSDカードにバックアップすることができます。	方法2：WindowsエクスプローラーでiPhoneの写真をSDカードに移す	パソコンにSDカードとiPhoneを接続し、Windowsのファイルエクスプローラーを使用することで、iPhone内
の写真が保存されているフォルダーをSDカードに簡単にコピーすることができます。ただし、この方法には以下の制限があります：	知っておくべきこと：	この方法は、少量の写真を移動する際に推奨されます。もし数百枚、または数GBにも及ぶ写真をSDカードに転送する必要がある場合、単純なコピー＆ペースト操作では大幅に時間がかかる上、最悪の場合パソコンがフリーズするリスクもあり
ます。	また、Windowsエクスプローラーで写真を取り込む際に、「iPhoneの写真がパソコンに取り込めない」という問題が発生する可能性があります。	ステップ	1.	USBケーブルでiPhoneをPCに接続し、エクスプローラーを開きます。	ステップ	2.	「このPC」＞「Apple	iPhone」＞「Internal	Storage」＞「DCIM」の順でクリックします。すると、iPhoneの写真が日付順にフォルダーごと
に表示されます。	注意：	⚠	「DCIM」フォルダが表示されない、またはフォルダ内に写真が見当たらないといった問題が発生することがあります。その場合、こちらの記事：「iPhoneのDCIMフォルダがパソコンで表示されない時の対処法」を参考に問題を解決するか、別の方法を検討してください。	ステップ	3.	SDカードをパソコンに挿入し、「DCIM」フォルダーから移したい写真をSDカー
ドのフォルダーにドラッグ＆ドロップします。	方法3：SDカードリーダーでiPhoneからSDカードに写真を移す	パソコンを使わずにiPhoneからSDカードへ写真を移したい場合は、外付けのSDカードリーダーを使用することで、直接データを転送できます。iPhoneとSDカードを直接接続できるため、普段からSDカードをよく使う方にとってとても便利です。	ステップ	1.	まず、お使いのiPhone
に対応したUSB-CまたはLightning対応のSDカードリーダーを用意します。（純正品おすすめ）以下のスクリーンショットのように、SDカードをリーダーに挿入し、iPhoneに接続してください。	ステップ	2.	iPhoneで「写真」アプリを開き、画像右上の「選択」ボタンをタップして、SDカードに転送したい写真・動画をすべて選択します。	ステップ	3.	選択し終えたら、左下の「共有」ボタンを
タップし、「ファイルに保存」を選択します。	ステップ	4.	そして、「場所」の下でSDカードをパスとして選択し、「保存」をクリックします。通常、SDカードのオプションはUSBのアイコンが付いています。	方法4：	iCloud経由でiPhoneの写真をSDカードに移動する	iPhoneからSDカードにワイヤレスでデータを転送するには、iCloudなどのクラウドサービスを利用できます。ここでは、
iCloud経由でiPhoneからSDカードに写真を移動する方法を説明します：	ステップ	1.	iPhoneのロックを解除し、「設定」＞「iCloud」＞「写真」＞「iCloud写真」または「このiPhoneを同期」をオンにし、iPhoneの写真をiCloudにアップロードします。（普段からiCloud写真を使っていれば、このステップをスキップしてください）	⚠	写真のサイズがiCloudの空き容量を超えた場合、
iCloudに写真をアップロードできません。追加容量を購入する必要があります。	ステップ	2.	パソコンでicloud.comにアクセスして、自分のAppleアカウントでサインインします。「写真」をクリックして、移したい写真を選択し、画面上部の「ダウンロード（雲に↓）」ボタンをクリックします。	⚠	一度に大量の写真をダウンロードすると、写真はZIPファイルに圧縮されます。ZIPファイルを解
凍してからSDカードにコピーしてください。	ステップ	3.	ダウンロードが完了したら、SDカードをパソコンに接続します。iCloudからダウンロードされた写真をコピーし、SDカードのフォルダに貼り付けます。	方法5：GoogleドライブでiPhoneの写真をSDカードに移行する	iCloudと同様に、Googleドライブもクラウドサービスの一つで、GoogleフォトやGmailと共用で15GBの無料スト
レージを利用できます。iCloudとほぼ同じ手順で、写真をSDカードに移行できます。	ステップ	1.	iPhoneでApp	StoreからGoogleドライブアプリをダウンロードします。開いて、Googleアカウントでログインします。	ステップ	2.	アプリの右下にある「＋」アイコン＞「アップロード」＞「写真と動画」の順にタップし、移行したい写真を選択します。	ステップ	3.	パソコンでGoogleドライブ
の公式サイトにアクセスして、写真をパソコンにダウンロードします。	ステップ	4.	SDカードをパソコンに挿入し、Googleドライブからダウンロードした写真をSDカードのフォルダーにコピーします。	方法6：MacでiPhoneの写真をSDカードに移動する方法	Macユーザーなら、内臓の「イメージキャプチャ」アプリを使ってiPhoneの写真をエクスポートできます。SDカードをエクスポート先
に指定すれば、かんたんに写真をSDカードに移行できます。	ステップ	1.	SDカードをMacに挿入し、iPhoneをMacに接続します。	ステップ	2.	Macの「アプリケーション」で「イメージキャプチャ」を起動します。	ステップ	3.	「デバイス」からiPhoneを選択すると、iPhoneに保存されている写真や動画が表示されます。SDカードに移動したい写真を選択します。	ステップ	4.	「読み込み先」
をクリックして「その他」を選択します。左側のSDカード名（Untitledなど）をクリックし、保存先のフォルダを選ぶか、新規でフォルダを作成します。続いて、「適用」を押します。	ステップ	5.	最後に、右下の「ダウンロード」をクリックすれば選択したデータがSDカードに移行されます。	追加：iPhoneの写真をパソコンに取り込めない時の対処法	エクスプローラーを使用してiPhoneの写
真をパソコンに取り込めない場合、以下の原因と対処法が考えられます。	1.	iPhoneが正常に認識されない	USBケーブルやポートの故障やドライバの問題など、様々な不具合によりパソコンがiPhoneを認識できません。	対処法：	別のUSBケーブルやポートを試してみる。	Appleドライバをアップデート・再インストールする。	iTunesが最新バージョンであることを確認する。	2.	写真がDCIM
フォルダに保存していない	「iPhoneのストレージ最適化」機能を使用している場合、写真のオリジナルがiCloudに保存され、iPhone本体には低解像度の写真しか保存されていない場合があります。	対処法：	iPhoneで「設定」アプリ＞「iCloud」＞「写真」＞「iCloud写真」＞「オリジナルをダウンロード」をタップして、iCloudから写真をiPhoneにダウンロードする。	3.	写真のフォーマッ
トがHEIC形式である	iOS	11以降、iPhoneで撮影した写真はデフォルトでHEIC形式で保存されますが、古いパソコンではこの形式をサポートしていない場合があります。	対処法：	4.	パソコンやiPhoneの不具合	パソコンやiPhoneに一時的な不具合が発生し、写真の取り込みにじゃまする可能性があります。	対処法：	パソコンとiPhoneの両方を再起動する。	パソコンとiPhoneの両方を最新の
バージョンにアップデートする	図解付きの手順については、こちらの記事「「「iPhoneの写真がパソコンに取り込めない原因＆対処法」をご参照ください。	よくある質問	＃1：iPhoneの写真をSDカードに保存するメリットは？	iPhoneの写真をSDカードに保存することに、以下のメリットがあります。	ストレージを節約：普段あまり利用しない写真や動画をSDカードに移動し、iPhone本体か
ら削除することで、容量不足を防ぎ、パフォーマンスの向上につながります。	データのバックアップ：万が一の故障やトラブルに備えて、写真など大事なデータの物理的なバックアップ先として利用できます。	高い互換性：SDカードは多くのデバイスと互換性があり、他の機器で写真を簡単に利用・閲覧できます。	コストパフォーマンス：大容量かつ比較的低価格なSDカードは、長期的な保存手
段として非常に経済的です。	iPhoneの写真を外部ストレージに保存する際、USBメモリとSDカードのどちらが適しているかは、以下の要素を考慮することで判断できます。			USBメモリ	SDカード	容量と価格	4GBから1TB以上まで多様な容量があり、一般的にSDカードよりもコストパフォーマンスが高い傾向があります。	規格により容量が異なり、SDUCカードでは最大128TBまで対応して
いますが、高容量モデルは高価です。	耐久性	端子がカバーされているものが多く、耐久性に優れています。	端子が露出しているため、取り扱いに注意が必要です。	互換性	iPhone対応のLightning接続やUSB-C接続のモデルがあり、直接接続して写真を保存できます。	デジタルカメラとの相性が良いですが、iPhoneに直接接続するには、別途カードリーダーが必要です。	普段からカメラを扱って
いる方には、SDカードがおすすめです。	＃3：iPhoneでSDカードの読み込みができないのはなぜですか？	SDカードリーダーにSDカードとiPhoneを接続しても、SDカードが認識されない場合があります。その際は、以下の対処法を確認してください。	互換性の確認：	iPhoneに対応したLightningまたはUSB‑C接続のSDカードリーダーを選んでください。Apple認証済みの純正製品を使用する
と安心です。	SDカードリーダーの接触不良：	SDカードリーダーの金属部分に汚れがついていると、接触不良を起こし、SDカードの読み込みができなくなります。再接続してみてください。	フォーマットの確認：	SDカードは、iOSが対応しているFAT32またはexFATでフォーマットされている必要があります。NTFSなどの形式の場合、読み込みができない可能性があります。	電源供給：	一部
のリーダーは、十分な電源供給が必要な場合があります。iPhoneのバッテリー状態やリーダーの仕様を確認してください。	iPhone側の問題：	iOSシステムの不具合によってSDカードの読み込みがうまくいかないことがあります。iPhoneを再起動する、iOSをアップデート、またはiOSシステム修復ツールを利用して、問題を解決できるかもしれません。	＃4：SDカードからiPhoneに写真を移す
には？	SDカードに保存された写真をiPhoneに移行する方法は、パソコンを経由する方法と、パソコンを使わない方法の2種類があります。	1.	パソコン経由の方法：FoneToolなどの転送専用ソフトを利用し、iPhoneをパソコンに接続することで、SDカードから写真を直接iPhoneへ転送できます。また、iTunes経由で写真を同期するもできます。	2.	パソコンを使わない方法：SDカードリーダー
を用いてSDカードをiPhoneに接続し、「ファイル」アプリを使って写真をiPhoneに移動できます。	*詳しい手順はこちらの記事：「SDカードからiPhoneにデータを移行する方法」をご参照ください。	まとめ	以上は、iPhoneの写真をSDカードに移動する方法でした。この操作を完了するには、パソコンまたはSDカードリーダのいずれかを使用する必要があります。さらに、これらの方法は、必
要に応じてiPhoneの写真をノートパソコン、またはUSBメモリーにエクスポートすることもできます。	ただし、ここでは効率が一番高い方法1のFoneToolが一番おすすめです。なぜなら、FoneToolは写真を移動できるだけでなく、音楽、メッセージなど重要なデータを外部ストレージにバックアップすることもできます。また、iCloud管理やiOSシステム修復など、スマホ管理をより便利にする
機能がたくさん搭載されています。いますぐFoneToolをダウンロードして、データ管理をもっと便利にしましょう。	更新日:2023-03-14	iPhoneを使ってよく写真を撮ると、いつのまにかストレージがいっぱいになってしまうことがあります。そういう時に、iPhoneからSDカードに写真を移してバックアップしておくのがおすすめです。SDカードに保存しておけば別のデバイスから写真を見る際
に比較的楽に見ることができます。	そこで今回は、iPhoneの写真をSDカードに移動する方法を紹介します。パソコンがなくても移動できる方法も紹介します。自身の環境に合わせて適切な方法を選択してください。	DearMob	iPhoneマネージャー：パソコンとiOS端末の間で写真などのファイルを双方向で転送できます。【開発者】Digiarty	Software,	Inc	【動作環境】	Windows
10/8/7/Vista(64	bit＆32bit)、Mac版あり	【転送ファイル】写真、音楽、ビデオ、連絡先、Podcast、電子書籍、着信音、アプリ、メッセージ、カレンダー、ブックマーク（Safari）	iPhoneの写真をSDカードに移動する方法	iPhoneの写真をSDカードに移動して保存するには、2つの方法があります。	1パソコン経由でiPhoneの写真をSDカードに移動する	2SDカードリーダーでiPhoneの写真
をSDカードに移動する	これからはそれぞれの方法を詳しく解説していきましょう。	1、パソコン経由でiPhoneの写真をSDカードに移動する	iPhoneからSDカードへ写真を移動するには、パソコンがあれば簡単にできます。	パソコンのOSによって、操作方法が若干異なるため、WindowsとMacで分けて説明しています。	注意	すべてのパソコンがSDカードスロットを搭載しているとは限りませ
ん。	ダイレクトメモリスロットが搭載されていないパソコンの場合は、USBポートなどを通してSDカードを接続する「SDカードリーダー」を別途用意する必要があります。	1	WindowsでiPhoneからSDカードに写真を移す	Step1.　まずはWindowsのパソコンにSDカードを挿入します。	＊「microSDカード」を利用する場合は、別途変換アダプタが必要になります。	Step2.　続いて、
iPhoneとWindowsのパソコンをUSBケーブルで接続します。	Step3.　「エクスプローラー」を開き、デバイスとドライブ」の下にある「Apple	iPhone」をダブルクリックして開きます。そして、「Internal	Storage」＞「DCIM」フォルダの順に進みます。	Step4.　DCIMフォルダから移動したい写真を選択し、SDカードにドラッグ＆ドロップしましょう。	2	MacでiPhoneからSDカードに
写真を移す	Step1.　SDカードをMacに挿入します。iPhoneとMacを接続します。	Step2.　Macの「アプリケーション」フォルダにある「イメージキャプチャ」を起動してください。	Step3.　「デバイス」から自分のiPhoneを選択すると、iPhoneに保存されている写真や動画が表示されます。SDカードに移動したい写真をクリックして選択します。	Step4.　選択できたら、「読み込み先」の
プルダウンをクリックして「その他」を選択します。左側のSDカード（Untitled）をクリックし、保存先のフォルダを選ぶか、新規でフォルダを作成します。続いて、「適用」を押します。	Step5.　最後に、右下の「ダウンロード」をクリックすればOKです。	2、SDカードリーダーでiPhoneの写真をSDカードに移動する	パソコンを使わずに、iPhoneの写真をSDカードに移すこともできます。
必要なものは以下の通りです。	・SDカードリーダー	・SDカード	・iPhone	iPhoneはSDカードスロットはないので、写真をSDカードに移動させるには、SDカードリーダーが必要です。iPhone用SDカードリーダーはiPhone端末とSDカードを接続する際に使用する専用の電子機器です。	iPhone用SDカードリーダー	SDカードリーダーには純正品とサードパーティ製2種類があります。もちろ
ん、純正品が最も信頼性が高く安定して利用できますが、サードパーティ製は比較的安価なため、利用する人も多いようです。自分の環境に合わせてSDカードリーダーを選びましょう。（サードパーティ製SDカードリーダーを購入する際は、「MFi認証」を取得済みの製品を選ぶのがおすすめです。）	では、iPhone用SDカードリーダーを使って、iPhoneからSDカードに写真を移動する方法を紹
介します。（ここでは、Apple純正の「Lightning	-	SDカードカメラリーダー」を使用します。	Step1.　SDカードリーダーにSDカードを挿入し、iPhoneと接続します。	Step2.　iPhoneの「写真」アプリを起動して、SDカードに転送したい写真をすべて選択します。	Tips：写真を大量に選択したいときは、まず写真をひとつ選択して、それから指をスライドさせると複数枚選択できます
Step3.　選択できたら、左下の共有ボタンをタップして、メニューから「ファイルに保存」を選択します。	Step4.　続く画面で、SDカード名を選択してください。（SDカード名は「Untitled」だったり、前に使っていた機器の名前だったりと、ユーザーごとに異なります。）	Step5.　SDカードへのデータ保存が開始されます。保存完了したら、SDカード、およびSDカードリーダーをiPhone
に装着した状態で「写真」アプリを開き、「読み込む」タブから移動した写真を確認できます。	iPhoneの写真をバックアップするその他の方法	iPhoneの写真をSDカードに移動して保存することは、物理的な形として残せるため安心感があります。パソコン不要でSDカードリーダーを使って、写真の転送もできるため、回線状況が悪い場合やインターネットに接続できない状況においては重宝し
ます。また、SDカードはコンパクトで持ち運びにも便利です。	メリットがある一方、	・iPhoneの写真をSDカードに移動すると日付が変わる（撮影日→更新日）	・SDカードリーダーを購入する必要がある	・SDカードには寿命がある	などいろいろなデメリットもあります。	大切な写真を失わないように、iPhoneの写真をSDカードに移動する以外、他のバックアップを取る方法も採用して、写真
を2箇所以上に保存しておくのがおすすめです。	1、iPhoneの写真をクラウドにバックアップする	クラウドストレージのサービス：iCloud、Googleフォト、Amazon	Photos、One	driveなどがあります。	　メリット：	・さまざまなデバイスからアクセスが可能	・友人や家族と共有するのが便利	・デバイスが故障しても影響を受けない	　デメリット：	・無料の場合は保存容量に制限がかかる場
合がある	・回線の調子が悪いとダウンロードに時間がかかる	・セキュリティリスクがある	2、iPhoneの写真を外部デバイスにバックアップする	外部デバイスはSDカードだけでなく、iPhone写真をUSBやパソコンに移動して保存することもできます。パソコンに写真の転送を行うには、iTunesやFinder、iPhone管理ソフト「DearMob	iPhoneマネージャー」を利用するのが一般的です。	　メ
リット：	・大量の写真を保存するには最適	・ユーザー登録の必要はない	・持ち運びに適しており、比較的予算がかからない	　デメリット：	・故障したり紛失したりするリスクがある	まとめ	iPhoneからSDカードに写真を移動する方法を紹介しました。パソコンがなければ、SDカードリーダーを利用して写真をSDカードに移すこともできます。	また、iPhoneの写真をバックアップするその他の
方法もいくつか紹介しますので、大切な写真データを失わないようにするためには、外部デバイスとクラウドの両方で、バックアップを取っておくのがおすすめです。	本ページの内容に関して、ご意見等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。	1、パソコン経由でiPhoneの写真をSDカードに移動する	2、SDカードリーダーでiPhoneの写真をSDカードに移動する	初心者向け	、iOSに関
する基本ワザや知っておくと便利な使い方を紹介するサイト。	iPhone・iPad・iPodのバックアップ・復元方法、データ管理など初心者に役立つ使い方まとめ掲載しています！	本記事では、iPhoneの写真・動画・音楽などのデータをSDカードに移行する方法、およびSDカードのデータをiPhoneに移行する方法を紹介します。	（1）外付けのSDカードリーダーを経由する方法、（2）Windowsパ
ソコンを経由する方法、（3）Macを経由する方法の3パターンの手順をそれぞれ紹介しているので、自身のニーズや環境にあわせて確認してください。	一番便利なのは、外付けの「SDカードリーダー」を使う方法です。パソコンを経由せず、iPhone⇄SDカード間で直接データ転送や読み込みがおこなえるので、圧倒的に手軽です。	Appleの純正SDカードリーダーを使えば、数百枚レベルの大容
量データもスピーディーに読み込めます。面倒な準備や設定なども必要なく、SDカードを取り扱う機会が多い人には最もおすすめしたい方法です。	Apple純正のSDカードカメラリーダーの適応環境は、以下の通りです。よほど古い機種でない限り、ほとんどのiPhone・iPadで利用できます。	iOS	9以降を搭載した、iPhone	5以降の全機種	iOS	9以降を搭載した、iPad・iPod	touchの全モデル	純
正品以外を使用する場合は、それぞれ購入サイトなどで利用環境を確認しておきましょう。	まず必要なのは、iPhoneに対応したSDカードリーダーです。	Apple純正のSDカードリーダーには、USB-Cに対応したものと、Lightningに対応したものがあります。自分の使っている端末に合ったものを用意してください。	純正SDカードリーダーの価格はそれぞれLightningタイプが4800円、USB-C
が6180円ですが、純正品以外にも1000円〜2000円程度で購入できる非純正品が販売されています。	筆者の検証では非純正品も使えないことはありませんでしたが、やはり動作の安定性や書き込み速度に不安が残ります。安全性や確実性を考えるとApple純正品、もしくはMFi認証品のSDカードリーダーの購入をおすすめします。	SDカードを所有していない場合は、SDカードリーダーに合った
タイプのSDカードを用意しましょう。	SDカードは、その大きさ（サイズ）から主に「SDカード」「microSDカード」の2種類に分けられます。	iPhone純正のSDカードリーダーは、「microSDカード」のスロットを搭載していません。iPhone純正のSDカードリーダーに合わせて購入する場合は、通常サイズのSDカードを選びましょう。もしくは、変換アダプタ付きのmicroSDカード（下図参
照）を買ってください。	また、SDカードは見た目だけで製品の良し悪しを判断するのが難しく、実際に使ってみるまで本当の品質が分かりません。粗悪品を掴まされないためには、信頼できるメーカー・ブランドのSDカードを選ぶのが確実です。	具体的には、価格と機能性、信頼性を両立している高コスパなブランド「Transcend（トランセンド）」、世界シェア/日本国内シェアともに1位を誇
る「SanDisk（サンディスク）」、Galaxyでおなじみの「Samsung（サムスン）」、国内唯一のフラッシュメモリ製造・開発メーカー「キオクシア（旧東芝メモリ）」、世界トップクラスのメモリメーカー「Kingston（キングストン）」などを選んでおけば間違いないでしょう。	SDカードの容量は、自身のニーズに合わせて自由に容量を選んでOKです。ただ、せっかく買うなら、最低でも
128GB以上のものを選ぶことをおすすめします。	以下では、Apple純正の「SDカードカメラリーダー」を介してiPhoneとSDカード間でデータをやりとりする方法を紹介します。なお、ここで説明するのは、iPhoneからSDカードに特定のデータを「コピー」する方法です。	画像や動画が自動的にiPhoneの内部ストレージから消えるわけではないことに留意してください。iPhoneの内部ストレー
ジを空けたい場合は、対象のデータをSDカードにコピーした後に削除する必要があります。	まずは、SDカードリーダーにSDカードを装着します。SDカードリーダーの表面（マークが付いている方）に対して、金属の端子部分が下向きになるように取り付けてください。	前述したように、Apple純正のSDカードリーダーはmicroSDカード用のスロットがありません。microSDカードを利用する
場合は、変換アダプタを用意しましょう。	続いて、SDカードリーダーをiPhoneに接続します。Lightning端子をiPhoneに挿し込めばOKです（表・裏などは特にありません）。	SDカードリーダーを接続すると、iPhoneに「アクセサリを使用するにはiPhoneのロックを解除してください」というメッセージが表示されることがあります。Face	IDやパスコードでiPhoneの画面ロックを解除しま
しょう。	「写真」アプリでSDカードにデータを転送する	iPhoneに標準搭載されている「写真」アプリを開きます。	[選択]をタップして、SDカードに転送したい写真・動画を選択します。	すべて選択し終えたら、左下の共有ボタン​​​をタップしてください。	共有方法の一覧が表示されたら、画面を上にスクロールして[ファイルに保存]を選択します。	続く画面で、SDカード名を選択してください。
SDカード名は「Untitled」だったり、前に使っていた機器の名前（「CANON	EOS」など）だったりと、ユーザーごとに異なります。	このまま保存を押してもよいですが、分かりやすく専用フォルダを作成しておくのがおすすめです。上部のメニューボタン ​​→[新規フォルダ]をタップし、任意の名前を付けましょう。	改めてフォルダを選択し保存をタップすると、SDカードへのデータ保存が開始
されます。枚数にもよりますが、今回20枚の写真データを保存するのにかかった時間は15秒ほどでした。	SDカードに保存したデータを確認する	転送した写真を確認したいときは、送り先の「ファイル」アプリを開いてSDカードの内容を確認できます。	SDカードに保存されている写真や動画を確認したい場合は、SDカードおよびSDカードリーダーをiPhoneに装着した状態で「写真」アプリを起
動し、「読み込む」タブをタップしてください。	SDカード内の写真や動画をiPhoneに転送したい場合は、チェックを入れて右上の[読み込む]をタップします。	［すべてを読み込む］または［選択項目を読み込む］のどちらかを選べば読み込みは完了です。読み込んだ写真をSDカード内に残すか削除するかを選択してください。	音楽ファイルや文書ファイル（PDFやエクセルなど）を共有したい場
合は、iPhoneで「ファイル」アプリを起動します。筆者が検証して、実際に転送できたファイル形式は次のとおりです。	オーディオファイル（MP3/MPEG/WAV）	Adobeファイル（.PDF）	テキストファイル（.TXT/.RFT）	Microsoft関連ファイル（.XLS/.XLSX/.PPT/.PPTX/.DOC/.DOCX）	SDカードに転送したいファイルを選択する	ファイルアプリの「ブラウズ」タブを開き、［この
iPhone内］に進みます。	SDカードに転送したいフォルダやファイルを長押しし、展開したメニューで[移動]をタップします。	転送先にSDカードを選択する	保存先のSDカード（ここでは「Untitled」）を選んで［コピー］をタップすれば完了です。	保存先がSDカードの場合、移動を選んでもコピーになるので、オリジナルのファイルはそのまま残ります。	iPhone⇄SDカードのデータ転送は、
Windowsパソコン経由でもおこなえます。(1)	パソコンとSDカードを接続、(2)	パソコンとiPhoneを接続、(3)	SDカードのデータをiPhoneへ転送と少し手順が多くなりますが、そこまで難しい作業はありません。慣れればスムーズにおこなえるでしょう。	本記事では、パソコン側はSurface	Laptop（Windows	11）をメインに操作方法などを紹介しています。OSバージョンやパソコンの機種
によって、設定項目名や操作などが異なることがあります。あらかじめご了承ください。	Windowsパソコン、iPhoneともに利用環境の指定は特にありません。ただし、Windowsパソコンの機種によっては、SDカードスロット（SDカードの挿し込み口）を搭載しないタイプもあります。手持ちの機種次第では、パソコン用の外付けSDカードリーダーが必要になるかもしれません。	iPhoneと
Windowsパソコンをつなぐための「Lightning	＆	USB-Aケーブル」や「Lightning	＆	USB-Cケーブル」「60W	USB-C充電ケーブル」などが必要です。	基本的には、普段使っている充電用のケーブルを使えばOKです。ただし、100円均一やAmazonなどで格安で販売されている「充電専用」と記載された商品は、パソコンに接続しても認識されません。注意してください。	すべてのWindows
パソコンにSDカードスロットが内蔵されているわけではありません。SDカードスロットを搭載していないパソコンにSDカードを読み込ませるには、外付けのSDカードリーダーが必要です。	どちらにしてもSDカードリーダーが必要というのなら、前述したAppleの純正SDカードリーダーを購入し、iPhoneとSDカード間で直接データをやりとりすることをおすすめします。	以下では、Windows
パソコンを介してiPhoneとSDカード間でデータを転送する方法を紹介します。なお、ここで説明するのは、iPhoneからSDカードに特定のデータを「コピー」する方法です。	画像や動画が自動的にiPhoneの内部ストレージから消えるわけではないことに留意してください。iPhoneの内部ストレージを空けたい場合は、対象のデータをSDカードにコピーした後に削除する必要があります。	最初
に、WindowsパソコンにSDカードを挿入しましょう。前述したように、SDカードスロットがない場合は外付けのSDカードリーダーを使用する必要があります。	今回筆者が使ったのは、Anker（アンカー）製の多機能SDカードリーダー「PowerExpand+	7-in-1」。microサイズと通常サイズ、2つのSDカードスロットを備えていることに加え、HDMIやUSB-Aなどの変換アダプタとしても使え
る優れものです。ひとつあれば、さまざまな用途で活用できます。	WindowsパソコンとiPhoneをケーブルで接続する	次に、WindowsパソコンとiPhoneをLightningケーブルで接続します。	iPhoneとWindowsパソコンが正常に接続できれば、iPhoneの画面上に「このコンピュータを信頼しますか？」と表示されます。問題ないなら[信頼]を押してください。最後に画面ロックのパスコードを入
力すれば、iPhoneとWindowsパソコンの接続は完了です。	「エクスプローラー」を介してiPhoneからSDカードにデータを転送する	Windowsパソコンで「エクスプローラー」を起動します。「Windows」+「E」キーを押すと素早く起動できます。	「PC」に進み[Apple	iPhone]をダブルクリックして開きます。	[Internal	Storage]を選択します。「DCIM」フォルダが表示されたときは、こ
れも開きます。	DCIMフォルダから必要なデータを選択し、ドラッグ＆ドロップでSDカードにコピーすればOKです。フォルダは日付順に並んでいるので、撮影した時期で見当をつけて目当てのデータを探してください。	最初に、WindowsパソコンにSDカードを挿入しましょう。前述したように、パソコンにSDカードスロットが内蔵されていない場合は外付けのSDカードリーダーを使用する必
要があります。	今回筆者が使ったのは、Anker（アンカー）製の多機能SDカードリーダー「PowerExpand+	7-in-1」。microサイズと通常サイズ、2つのSDカードスロットを備えていることに加え、HDMIやUSB-Aなどの変換アダプタとしても使える優れものです。ひとつあれば、さまざまな用途で活用できます。	「iCloud」をインストールする	SDカードからiPhoneに写真・動画を転送する
方法は複数ありますが、「iCloud」や「Dropbox」などのクラウドストレージを利用するのが一番便利です。ここではiCloudを利用	する方法を紹介します。	パソコンに「iCloud」を入れていない人は、Microsoft	Storeにアクセスしてインストールしましょう。	「iCloud」を立ち上げたら、自身のApple	IDでサインインを済ませます。	インストールの間、同期する項目を設定します。同期はす
べて任意ですが、ここでの操作に必要なiCloud	Driveとエクスプローラの同期だけは有効にしてください。	サインインが完了すると、設定した項目の同期を開始します。iCloud	Driveの場合、ファイル数によっては時間がかかります。これで準備は完了です。	「エクスプローラー」経由でSDカードの写真・動画を「iCloud	Drive」にアップする	「エクスプローラー」を開いて、PC下にあるSD
カード名をクリックします。SDカード名は、「Untitled」だったり、前に使っていた機器の名前（「EOS	DIGITAL」など）だったりと、ユーザーごとに異なります。	iPhoneに転送したい写真・動画のフォルダを選び、右クリックでメニューを表示させて[コピー]を選択します。	左バーから「iCloud	Drive」を開き、適当な場所を右クリックします。メニューから[貼り付け]を選ぶと、SDカード
のフォルダが貼り付け（コピー）されます。	転送した写真は、iPhoneの「ファイル」アプリから見ることができます。	「ブラウズ」タブから「iCloud	Drive」を開くと、パソコンから転送したフォルダが表示されているはずなので、これをタップして中身を確認してください。	Macを経由してSDカードに写真・動画のデータを転送することも可能です。また、写真・動画の枚数がそこまで多くな
いなら、「AirDrop」でMacにデータを転送するのも手です。ケーブル接続が不要なので、より手軽に移行作業をおこなえます。	Mac、iPhoneともに利用環境の指定は特にありません。ただし、MacBookシリーズのなかには、SDカードスロットを搭載しないタイプも多く存在します。手持ちのMac次第では、外付けSDカードリーダーが必要になるかもしれません。	十数枚程度の写真を送るなら
AirDropが手っ取り早いですが、数百枚レベルの大容量データを転送するときはケーブルでデバイス同時を接続したほうが圧倒的にスムーズです。	その場合、iPhoneとMacをつなぐための「Lightning	＆	USB-Aケーブル」や「Lightning	＆	USB-Cケーブル」「60W	USB-C充電ケーブル」などを用意しましょう。	基本的には、普段使っている充電用のケーブルを使えばOKです。ただし、100
円均一やAmazonなどで格安で販売されている「充電専用」と記載された商品は、Macに接続しても認識されません。注意してください。	すべてのMacデバイスにSDカードスロットが内蔵されているわけではありません。以下のリストにないMacはSDカードスロットを搭載していません。	Mac	Studio（2022年以降に発売されたモデル）	MacBook	Pro（2011年〜2015年、2021年以降に発売
されたモデル）	13インチのMacBook	Air（2013年〜2017年に発売されたモデル）	Mac	mini（2011〜2014年に発売されたモデル）	27インチのiMac（2010年以降に発売されたモデル）	21.5インチのiMac（2010年以降に発売されたモデル）	SDカードスロットを搭載していないMacにSDカードを読み込ませるには、外付けのSDカードリーダーが必要です。	どちらにしてもSDカードリー
ダーが必要なら、前述した「Appleの純正SDカードリーダー」を購入してiPhoneとSDカード間で直接データをやりとりすることをおすすめします。	以下では、筆者手持ちのMacBookを介してiPhoneとSDカード間でデータを転送する方法を紹介します。なお、ここで説明するのは、iPhoneからSDカードに特定のデータを「コピー」する方法です。	画像や動画が自動的にiPhoneの内部ストレー
ジから消えるわけではないことに留意してください。iPhoneの内部ストレージを空けたい場合は、対象のデータをSDカードにコピーした後に削除する必要があります。	SDカードをMacに装着しましょう。SDカードスロットを内蔵したタイプなら、上の画像のようにSDカードを直接挿し込めます。SDカードスロットの場所は機種によって異なるため、背面や側面をよく探してみてください。
MacにSDカードスロットが内蔵されていない場合は、外付けのSDカードリーダーを使用する必要があります。	今回筆者が使ったのは、Anker（アンカー）製の多機能SDカードリーダー「PowerExpand+	7-in-1」。microサイズと通常サイズ、2つのSDカードスロットを備えていることに加え、HDMIやUSB-Aなどの変換アダプタとしても使える優れものです。ひとつあれば、さまざまな用途
で活用できます。	iPhoneとMacをケーブルで接続する	MacにSDカードを装着できたら、次にMacとiPhoneをLightningケーブルで接続します。	転送したい写真や動画が少ない（数百MB程度）のであれば、AirdropでMacに転送しそのまま「Finder」経由でSDカードに保存するのも手です。自身のニーズに合わせてやり方を選択してください。	Macの「イメージキャプチャ」でiPhoneから
SDカードに写真・動画を転送する	iPhoneのデータをSDカードに転送するには、Macの「イメージキャプチャ」アプリを使います。	「イメージキャプチャ」を起動すると、左側のバーに自身のiPhoneとSDカード名（「Untitled」など）が表示されるはずです。ここで、自身のiPhoneをクリックします。	iPhone内の写真・動画が一覧で表示されるので、「読み込み先」のプルダウンを押してく
ださい。	読み込み先の候補が表示されたら、［その他］を選択してください。	左のメニューバーからSDカード（「Untitled」等の場合もある）を選択し、保存先のフォルダを選ぶか、新規でフォルダを作成します。	「読み込み先」が先ほど指定したSDカード内のフォルダになっていることを確認したら、SDカードに転送したい写真をすべて選択します。	ファイルを「リスト表示」にして「種
類」や「ファイルサイズ」のカラム名をクリックすると、ファイルが並び替えられて写真・動画を見つけやすくなります。	写真をすべて選択できたら、[ダウンロード]を選択します。これで、iPhoneからSDカードに指定したデータを移行できます。	まずはSDカードをMacに装着します。SDカードスロットを内蔵していないタイプは、外付けのSDカードを経由してください。	iPhoneをMacに接
続する	MacにSDカードを装着できたら、次はMacとiPhoneをLightningケーブルで接続します。	転送したい写真や動画が数百MB程度なら、SDカードの写真をAirDropでMacに転送し、iCloudへドラッグ＆ドロップするのも手です。自身のニーズに合わせてやり方を選択してください。	イメージキャプチャでSDカードの写真・動画をiPhoneに転送する	SDカードの写真や動画をiPhoneに読み
込ませるには、Macの「イメージキャプチャ」を使用します。	「イメージキャプチャ」を起動すると、iPhone内の写真・動画が一覧で表示されるので、左側のデバイスでSDカードに切り替えます。続けて「読み込み先」のプルダウンを押してください。	読み込み先（保存先）の候補が表示されるので、[その他]を選びます。	「iCloud	Drive」を選んだあと、保存先のフォルダを開いて[選択]をク
リックします。	送信したい写真を選択し、[ダウンロード]をクリックします。これで転送は完了です。
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